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保育者研修におけるマイクロティーチングの研究Ⅲ
―保育者役の有効性の認識と効果の持続性について―

○金子功一（植草学園大学） 金子智栄子（文京学院大学）
植草一世＃（植草学園短期大学）
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問題と目的

マイクロティーチング (MT) は，詳細な指導案

を作成し，短時間に少人数を指導する実習教育で

あり，保育技術の育成に最も効果的であることが

保育科学生を対象に実証されている (金子智栄子,
2013)。しかし，現職保育者ではその有効性が充分

に検証されているとはいえない。そこで，幼稚園

での園内研修において現職保育者を対象に MT を

実施し，観察者の行動評定、ビデオによる行動分析

により検証したところ，保育者役 (T) の保育技術

が向上し，子ども役 (C) ものびのびと活動を発展

させていったことが分かった (研究ⅠⅡ: 教心総

会,2018)。そこで本研究Ⅲでは，T の認識を基に有

効性を検証する。また，2 か月後の MT 効果につい

ても検討する。 
方 法

参加者：千葉県内の私立幼稚園の教員 9 名，内訳は

観察者 2 名 (副園長)，T は担任 1 名 (経験年数 2 年) 
と補助 1 名 (3 年) の計 2 名，C は 5 名 (保育者歴

10 年~15 年)。 
指導内容  3 歳児対象で，活動内容は「忍たま音頭

を踊る」で，ねらいは「円になる動きを知りながら，

みんなで盆踊りと夕涼み会を楽しむ」である。 
研修日時：2017 年 7 月 20 日午前中約 2 時間 
研修手順：1) MT 1 回目: (1) 実践 (25 分):観察者はチ

ェックリストにて TとCを行動評定。(2) 検討会 (30
分):T と C のコメントをもとに観察者が内省を深め

る。必要に応じてビデオを再生し確認し，T は反省

点を明確にして，2 回目の実践で修正する。2) MT 2
回目:研修手順は MT1 回目と同様。

測定尺度：1) MT の有効性: 実習未経験者用簡易型

MT 有効性測定尺度 (金子, 2017) の5下位尺度 ＜保

育者としての自覚と指導技術，学習状態の認識と学

習意欲，指導の難しさ，幼児理解，指導案の書き方

＞の20項目を用いた (4段階評定)。2) 保育者の力量:
金子 (2013) が保育者の力量形成を精査し，現代的

視点から構成した6分類 ＜態度, 技能, 技能向上,
協働的関係, 連携, 視野の拡大＞ の20項目を用いた

(4段階評定)。
結果と考察

MT の有効性と保育者の力量形成について，以下

に，T が「4. 身についた」と評定した結果を示す。

1) MT の有効性

MT の有効性において，教育技術 (保育技術，指

導の流れへの理解，不参加時などへの対処，ポイン

トの置き方等) は 5 項目，学習状態のメタ認知 (保
育者の資質, 保育技術 学習知識) は 3 項目，学習

意欲 (自己学習, 研修への意欲, 自己課題の発見)
は 3 項目，幼児理解 (個人差の理解，子どもの発想

の豊かさ) は 2 項目，その他 (実地指導の難しさ，

形式にそった書き方等) は 3 項目，計 16 項目であっ

た。このことから MT は，T の幼児理解を深めて，

教育技術を高め，学習意欲を向上させることが示さ

れた。

2) 保育者の力量形成

MT 実施後の保育者の力量においては，＜技能＞

では集団把握，＜技能向上＞では保育の模索，＜視

野の拡大と深化＞では保育の課題への関心，を向上

させることがわかった。

3) MT 実施 2 か月後の効果

MT の長期的な効果を把握するため，2 か月後に

MT 実施後の効果を T に記述してもらった。その結

果，記述の内容から，(1)子どもの心情が理解できた

こと，(2)特別なニーズのある子どもに限らず，全て

の子どもに関わることの重要性に気づくことができ

たと考えられる。

観察者の記述としては，T は自信がついたことで，

保育を楽しくのびのびとできるようになった。また，

気になる子どもに対して保育者同士が連携しながら

組織的に対応できていたという記述もあった。

MT を実施することは，普段の保育における意欲

や保育者間の連携も高める可能性が示された。
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社会的に共有された学習調整の視点提示が
授業実践型相互教授による算数グループ学習に及ぼす効果（ ）

― 方略活用に対する自己効力感への効果―

町 岳（静岡大学）

キーワード：社会的に共有された学習調整，授業実践型相互教授，算数グループ学習

問題と目的

グループ学習において，質の高い相互作用を生

み出すための教授方略の１つに，授業実践型相互

教授 以

下 町 がある。 は役割付与や話し

合いの手順の提示により，学習に関連した深い発

話が多く生み出すが（町・中谷 ），主体的な

学び合いを更に促すためには，子供達が学びのゴ

ールを共有し，自分達で学習を調整し合って進め

ていく力を高めることが必要である。近年の自己

調整学習研究では，学び合いのプロセスを集団と

して調整する力として，社会的に共有された学習

の 調 整

；以下 が注目されている（伊藤

）。本研究の目的は， に に基づいた

学習調整の視点提示を組み合わせた教授方略の効

果を検討することである。

方 法

対象と時期 都内公立小学校３年生 学級 名，

学級 名の計 名の児童を対象に， 年

月に実施した。 学級を に に基づいた学

習調整の視点を提示する介入群， 学級を の

みの対照群とし，両群への学習効果を比較すると

ともに，実践後の対照群に対するフォローとして，

学習調整の視点を提示する指導を行なった。

授業デザイン 年生の算数「小数」 時間扱い

の単元で，約 分間の集団検討場面でグループ学

習を５回取り入れた。１回目のグループ学習は，

の枠組みによらない自由な話し合いによるも

のとし，第２回のグループ学習に入る前に，両群

に の枠組みに基づいた話し合い方の仕方を教

示した。そしてその上で，第２〜５回で によ

るグループ学習を取り入れた授業を行った。

介入群の 教示 介入群では，第２回のグルー

プ学習に入る前の教示の際に，それらに加え，

SSRL に基づく学習調整の視点を提示した。具体

的には，グループの学び合いを成功させるために

自分のできることを，「協力」，「聞き方」，「笑顔」，

「質問」，「教え方」のキーワードから考えて，自

分の学び合いを振り返る視点とした。さらにグル

ープ学習後に，振り返りカードを使って，自分た

ちの学習を振り返らせることとした。

方略活用に対する自己効力感の測定

の方略活用に対する自己効力感への効果を測定す

るために，上記の の視点に対応する「協力」，

「視点取得」，「配慮行動」，「援助要請」，「援助提

供」の自己効力感５因子（各３項目）からなる質

問紙を作成した。５件法で，実践前後（第１・５

回の授業後）の２回調査を実施し，各３項目の合

計値を，それぞれの得点として採用した。

結果と考察

方略活用に対する自己効力感５因子のα

係数は，それぞれ

であり，十分な内的整合性が得られた。各因子得

点を従属変数に，群 介入・対照 ×測定時期 実践

前後 の２要因分散分析を行った。その結果，「協

力」，「配慮行動」，「援助要請」，「援助提供」の４

因子の交互作用が有意で，単純主効果の検定の結

果，これら４因子については，介入群の実践後の

得点が実践前から有意に上昇することと，実践後

の介入群の得点が対照群と比べて有意に高いこと

が示された 。この結果は， に基づ

いた振り返りの視点を，意図的に授業に組み入れ

ることで，子供達が自分たちで学び合う力をつけ

ていくことができる可能性を示している。
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